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貌

書

西

域

侍

原

文

考

理

(
下
)

内

田

吟

風

①
 

口
出
伏
虚
尼
圏
、
都
伏
宜
尼
域
。
在
波
斯
園
〔
西
〕
北
。
去
代
二
万
七
千
三
百
二
十
里
。
累
石
震
域
。
東
有
大
河
南
流
。
:
:
:
城
北
有
云

尼
山
。
出
銀
・
珊
瑚
・
琉
泊
。
多
師
子
。

代
と
の
距
離
、
隣
圏
と
の
位
置
等
を
記
す
る
文
韓
等
に
徴
し
全
文
、

親
書
の
原
文
と
断
ぜ
ら
れ
る
。

伏
車
尼
の
三
字
、が
河
口

g-
の
イ
ラ
ン

〉
目
白
ロ
ロ
田
山
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
白
鳥
庫
吉
〈
梯
森
問
題
の
新
研
究
〉
の
論
考
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
海
に
臨
む
こ
と
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語
的
靴
音
明
白
門
口
自
由
(
ロ
l

マ
園
領
土
)
の
諜
音
で
あ
り
、

シ
リ
ア
の
ア
γ
テ
ィ
オ
キ
ア
地
方
を
さ
し
、
大
河
が
何
ロ
ー
民
主
2
河
、
云
尼
山
が

を
云
わ
ず
し
て
南
流
大
河
の
西
に
あ
る
こ
と
等
を
云
う
文
意
よ
り
見
て
、
伏
麗
尼
城
そ
の
も
の
は
〉

E
F
o
n
E同
に
非
ず
し
て
タ
ウ
ル
ス
山
南
、

ユ
l
フ
ラ
テ
ス
畔
の
一
城
市
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
北
史
も
ま
た
現
行
本
貌
書
と
同
じ
く
「
在
波
斯
北
」
に
作
る
が
、
貌
書
原
文
に
依
捕
探
し
た
と
考
え
ら
れ
る
逼
典
及
び
嚢
字
記
の

〈
伏
虚

尼
俸
〉
は
、
共
に
「
在
波
斯
西
北
」
に
作
る
。
恐
ら
く
貌
牧
の
原
文
に
は
「
西
北
」
と
あ
っ
た
も
の
を
、
北
史
が
西
の
字
を
誤
院
し
、
そ
の
誤

が
現
行
本
説
書
に
停

ヲ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

m
d色
知
顕
園
・
・

-------mM弗
敵
沙
圏

右
十
四
個
園
の
諸
俸
は
、
其
の
文
佳
か
ら
も
、
ま
た
太
卒
御
寛
巻
七
九
三
・
七
九
七
に
〈
後
親
書
日
〉
と
し
て
各
俸
が
牧
載
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
擦
る
も
、

・明
か
に
親
書
原
文
で
あ
る
。
(
若
干
の
停
を
御
覧
は
〈
後
漢
書
云
〉
と
し
て
牧
載
し
て
い
る
が
、
〈
後
貌
書
云
〉
の
誤
刻
で
あ
る
こ
と
は
代



よ
り
の
距
離
を
明
記
し
て
い
る
鮎
、
其
他
よ
り
明
白
で
あ
る
〉
。
但
し
、
各
園
園
都
に
つ
い
て
の
貌
牧
原
文
は
す
べ
て
、
御
賢
所
引
後
貌
書
各
園
俸
に
見

え
る
通
り
《
伽
色
尼
園
治
伽
色
尼
城
》
の
如
く
、
《
治
》
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
(
現
行
本
が
《
都
》
と
し
て
い
る
の
は
、
北
史
が
唐
議
(
高

宗
の
詩
、
治
)
を
避
け
た
の
を
受
け
つ
い
だ
に
過
ぎ
ぬ
〉
。

-
色
知
顔
。
唐
書
に
見
え
る
西
曹
園
の
翠
底
痕
城
と
同
じ
。
ア
ラ
ブ
地
理
書
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
西
北
に
あ
り
と
す
る
以
仲
買
宮
市
で
あ
る
。

(
N
R
田
町
山
富
河
の
支
流
〉

r
-
e
q曲
の
沿
岸
、
問
主
匝
関
口

Hmg
と
作
ニ
停
と
の
中
間
)。
頭
音
を
脱
略
せ
る

gunhwロ
の
対
音
。

(吋
o自
白
田
口

}Hor
・

(vg可也曲
目佐
官
nZω
宮
島

2
・
藤
田
豊
八
・
上
掲
書
)
。

2
伽
色
尼
。
唐
書
の
渇
霜
那
と
同
じ
。
ア
ラ
ブ
人
の
云
う
同
位
吉
田
w

関
陣
窓
口

-
3
3白
B
R
E
E
-
回
国
己
会
聞
の
同
巾
刷加
卸
ち
今
の
~
山
田
}
M
H
'
ナ

ω同V
N
)

の
劃
音
。

〈
赤
撞
〉
は
切
払
mロ
三
・
仏
同
m
v
山
脈
の
産
瞳
(
上
掲
書
及
白
鳥
庫
吉
・
粟
特
園
考
〉
。

3
薄
知
園
。
薄
知
を
マ
ル
カ
ル
ト
宵

H
S
ε
F同
Y
N
H
品
〉
が
回
許
可
白
の
別
名
回
同
W
V
門
出
(
今
の
回
同
ロ
岳
〉
の
封
音
と
論
じ
て
以
後
、
そ
れ
は
殆

ど
定
説
化
し
て
い
る
。

し
か
し

ω古
来
の
大
都
市
切
と
rr
の
記
事
と
し
て
は
余
り
に
簡
単
過
ぎ
る
。
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城

《宜
監
氏
城
》
と
し
て
詳
記
せ
ら
れ
て
い
る
。

ω親
書
本
俸
に
回
目
-rr
は
大
月
氏
都

制
唐
の
設
置
し
た
月
氏
都
督
府
下
の
構
成
で
は
、
大
夏
州
治
、
縛
叱
(
陀
の
誤
)
城
卸
ち

切曲目
r
r
に
劃
し
て
別
に

《
薄
知
州
治
、
析
面
城
》
が
別
記
せ
ら
れ
て
い
る
。
例
代
・
伽
色
尼
問
、
及
び
代
・
薄
知
間
距
離
よ
り
推
す
に
、
伽

色
尼
・
薄
知
聞
の
距
離
は
僅
に
四
ニ

O
里
に
過
ぎ
ぬ
。
の
四
貼
を
考
慮
す
る
と
、
到
底
回
同
-wr
に
は
嘗
て
難
い
。
薄
知
は
、
薄
調
・
薄
叉
と

同
様
垣
島
Z
n
r
の
劃
音
で
、

ω同
r
z・2
Z
南
方
の
若
井
z
n
r
・
0
M
g
河
沿
い
の
一
地
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
考
を
ま
っ
。

4
牟
知
域
。
代
よ
り
の
距
離
を
基
と
し
て
推
算
す
る
と
、
牟
知
は
恒
密

2
ロ
邑
即
日
切
o
F
Rろ
の
西
南
百
里
に
在
っ
た。

〈
慈
恩
寺
俸
〉
に
「
至

捕
喝
園

3
0
5
R白
〉
、
又
西
百
余
里
、
至
伐
地
園
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
伐
地
は
こ
の
牟
知
に
同
じ
で
、
回
o
r
z
z
の
西
南
四

O
粁
程
に
あ
っ
た

都
市
と
考
え
ら
れ
る
。
牟
知
・
伐
地
の
原
音
は
〈
白
色
ケ
〈
2
F
で、

今
の
。

M
5
右
岸
の
切
o
t
r
に
嘗
る
と
考
え
ら
れ
る

3
・
E
r
p
ω
・

切
g
f
ω
円
・
宮
同
邑
ロ
諸
氏
設
。
向
、
白
鳥
・
上
掲
書
は
の

E
ユ
巳
に
比
定
す
る
も
、
逮
西
に
過
ぎ
る
U

。
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5
阿
弗
太
汗
域
。
次
僚
の
呼
似
密
(
阿

pd『
r
u
g〉
の
記
事
と
照
合
す
れ
ば
、

阿
弗
太
汗
城
が
世
密
(
切

o
w
E
E
)
と、

同
}
H
d
司

mENg
中
心
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地
の
口
同
開
恒
三
地
区
の
中
間
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
で
あ
る
。
今
の
穴
Y
吉
田
か
。
阿
弗
太
汗
は
〉
ゲ
仏
印
]
(
何
匂

Z
Z】)、
H
，
R
r
r
g
即
ち
瞬
睡

蓮
汗
の
語
音
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
こ
の
地
に
後
年
、
唐
の
大
汗
都
督
府
が
置
か
れ
た
こ
と
、

そ
の
府
城
、
が
瞭
嵯
部
活
路
城
と
云
う
城
で
あ
っ

た
こ
と
が
裏
書
き
し
て
い
る
。
活
路
は
関
口
同
三

5
地
方
の
活
と
は
別
地
で
あ
る
(
活
は
月
支
都
督
府
・
ト
カ
ラ
葉
護
の
管
轄
)
。

」
の
活
路
は
、
大

汗
都
督
府
の
隷
下
諸
州
の
性
格
(
即
ち
奄
禁
・
諾
色
・
迷
密
等
の
州
即
ち
〉
『
N
S
T
H〉
Z

F

Z
白
rzzσ
・穴

R
r
r
5
2
4
0
等
に
関
連
す
る
地
名
を
含

む
こ
と
を
注
意
〉
か
ら
も
同

E
Z
方
面
と
見
ら
れ
る
。
榎
一
雄
・
エ
フ
タ
ル
民
族
の
起
源
(
和
田
博
士
記
念
論
集
)
は

H
U
g
s
-
5
が
《
エ
フ
タ

ル
に
は
ベ
ル
シ
ア
の
園
境
の
外
側
に
の
。
話
。
と
云
う
都
市
が
あ
る
》

な
る
べ
く
、
活
路
は
そ
の
の
。
話
。
か
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
同
ロ
ロ
仏

5
の
如
き
ベ
ル
シ
ア
よ
り
遠
い
地
方
よ
り
も
む
し
ろ
、
ベ
ル
シ
ア
と

密
接
の
沢
町
宮
白
没
り
に
の

o話
。
は
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
。

oaou活
路
H
穴
『
吉
田
地
方
の
推
測
は
、
ま
た
ベ
ル
シ
ア
ア
ラ
ブ
史

と
云
っ
た
こ
と
に
封
し
、

「
こ
の
の
C
H
m
o
は

穴

E
L
5
附
近
の
町

家
が
《
エ
フ
タ
ル
と
は
ボ
ハ
ラ
と
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
聞
に
住
む
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
》
と
云
い
、

ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
地
方
を
ハ

イ
タ
l
ル
と
稽
し
た
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こ
と
か
ら
も
、
裏
書
き
さ
れ
る
。
阿
弗
太
汗
の

こ
の
一
節
は
、
第
六
世
紀
エ
フ
タ
ル
の
〉
ヨ
昆
官
官
下
流
域
進
出
を
-
記
し
た
、
重
視
す
べ
き

記
事
と
云
え
よ
う
。

6
呼
似
密
。
唐
書
の
火
尋
・
貨
利
習
禰
と
同
じ
で
、

同
会
毛
庁
広
自
の
立
戸
諜
。
ア

ム
ダ
リ
ア
下
流
ウ
ズ

ベ
ク
|
ホ
ラ
ズ
ム
地
直
。

7
諾
色
波
羅
。
唐
の
那
色
波
、
元
史
の
那
黒
沙
不
、
ベ
ル
シ
ア
・
ア
ラ
ブ
人
の
云
う

Z
岳
Z
E
F
Z自
民
。
サ
マ
ル
カ
ン
ド
と
ア
ム
の
中

間
に
あ
る
一
都
曾
、
ふ
f

の
同

R
m
n
E
の
地
方
(
張
星
娘
・中
西
交
通
史
料
品
地
編
は

Z
各
省
去
に
嘗
て
る
が
、
後
年
、
唐
の
太
汗
都
督
府
下
諾
色
州
と
の

関
係
よ
り
見
て
も
、
逮
西
に
過
ぎ
る
。
)

8
早
伽
至
。
代
都
よ
り
の
距
離
よ
り
推
算
せ
ば
恒
密
(
ボ
カ
ラ
〉
の
西
九

O
O里
に
嘗
り
、
間
同
E
W
C
S
内
の
一
地
と
考
え
ら
れ
る
。

姿
を
隣
園
に
取
る
》
と
あ
る
の
も
そ
の
一
誼
。
向
、
御
覧
七
九
七
所
引
後
親
書
は
卑
伽
至
に
作
り
、

亀
九
五
八
は
畢
伽
至
、
同
九
六
一
は
皐
伽
至
に
作
る
。
何
れ
が
正
と
も
断
じ
難
い
。

稲

ま
た
「
東
接
世
密
園
」
に
作
る
。
知
府
元

9
伽
不
思
。

ω曲目
R
w
g仏
の
北
、

問
。
内
同
司
自
吋
同
ロ
の
麓
、

回己
g
m
m
Y
3
河
の
流
域
の
都
市
の
ロ
ゲ
仏
曲
ロ
。
そ
の
古
名
関
白
匂
日
目
白
の
音



課
で
、
西
域
記
の
劫
布
阻
那
と
問
、
じ
〈
白
鳥
・
上
掲
霊
園
)
。

日
者
舌
。
唐
書
の
柘
支
・
柘
析
、
西
域
記
の
緒
時
、
経
行
記
の
路
支
と
同
じ
。
ア
ラ
ブ
人
の
云
う
似
白
山
ベ
ル
シ
ア
人
の
云
う
?
ら
の
音
詩
。

石
園
と
も
課
さ
れ
、
今
の
叶
印
刷
FZロ
門
田
に
嘗
る
。
前
出
〈
者
至
抜
園
〉
を
何
回
刷
(
吋
印
刷

w
g己
と
見
る
読
あ
る
も
、
信
じ
難
い
(
上
述
)
。

日
伽
倍
園
故
休
密
翁
侯
都
和
墨
域
。
こ
の
園
が
西
域
記
の
拘
謎
陀
、
唐
書
・
悟
空
行
記
の
護
密
、
梁
書
の
胡
密
丹
と
同
園
で
ギ
リ
シ
ア
人
の

云
う
問
。
自
主
同
町
ア
ラ
ブ
地
理
書
の
一
云
う
関
口
日
間
仏

9
2』
与
の
口
氏
司
営
地
方
)

に
嘗
る
こ
と
、

休
密
・
和
墨
も
穴
己
目
包
の
劃
音
な
る

こ
と
は
〈
白
鳥
庫
吉
・
西
域
史
上
の
新
研
究
〉

の
靴
音
詳
か
、
後
考
を
侯
つ
。

ロ
折
醇
莫
孫
園
。
伽
倍
の
西
隣
と
一
云
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
園
が
垣
島

rr与
流

域

宗

E
H
m
y
g
、H，
E
Z
地
面
)
に
あ
っ
た
こ
と
、
す

の
明
詮
せ
し
と
こ
ろ
で
あ
る
。

伽
倍
は

ロ
間
同
省
宮
地
方
の
中
心
都
市
の
名
問
色
白
ム
-
W
}
E
B

な
わ
ち
西
域
記
の
鑓
沙
宅
島

zr園
ア
ラ
ブ
地
理
書
の
切
宮
山
口
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
明
白
。

莫
孫
は
垣
島
r
岳

与

の
封
音
で
あ
ろ
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う
が
、
折
醇
も
H
N

即
日
間
司
自
白
に
見
え
る
同
地
を
さ
す
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名

ω兄
島

2
を
寓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
鉛
敦
園
。
次
々
僚
の
弗
敵
沙
園
の
記
事
に
よ
れ
ば
こ
の
園
は
弗
敵
沙
園
切
立
与
岳

g
の
東
に
在
っ
た
。
し
か
る
に
此
の
紺
敦
園
の
僚
に

は
〈
紺
敦
は
折
醇
莫
孫

(ω
民
兵
Z
H巧
岳
寄
与
)
の
西
に
在
り
〉
と
し
矛
盾
が
存
す
る
。
こ
の
僚
に
よ
れ
ば
折
醇
莫
孫
と
甜
敦
聞
の
距
離
は

漢
書
の
嘗
該
記
事
(
大
月
氏
隻
廃
・
護
操
距
離
〉

僅
か
に
六
十
里
に
過
ぎ
ず
、

園
記
事
)

に
は
方
位
等
に
重
大
な
諜
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

の
一
九
九
里
乃
至
二

O
O里
と
異
る
に
徴
し
、
親
書
本
候
(
鉛
敦

今
、
次
篠
弗
敵
沙
園
の
記
事
に
依
援
し
て
、
釦
敦
園
を
弗
敵
沙
切
包
島
田
宮
ロ

(m，
同
町
阻
ゲ
釦
仏
)

の
東
方
百
貌
里
に
嘗
る
と
見
、
凶
白
ロ
内
T
M
L
一
曹
関
口
口
仏
三
(
西
域
記
の
昏
駄
多
〉
に
比
定
す
る
。

日
弗
敵
沙
園
。
今
の
切
包
島
各
国
ロ
。
弗
敵
沙
・
併
頓
・
薄
茅
は
皆
∞
包

R
Eロ
又
は
切
立
員
削
の
音
詳
(
白
鳥
・
上
掲
書
〉
。
薄
茅
城
は
正

し
く
は
薄
第
城
で
あ
ろ
う
。
第
が
、
俗
字
菊
と
寓
さ
れ
、
迭
に
茅
に
誤
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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日
間
浮
謁
。
西
域
記
の
淫
薄
健
・
慈
患
寺
俸
の
佳
薄
健
と
同
じ
。
関

o
T
Z
河
上
流
域
富
ロ
ロ
官
ロ
の
北
出
回
B
岳
宮
の
古
名
ペ

SHE-門官

を
寓
し
た
も
の
で
(
宮
田
円
』
己
主
一
尽
き
む
耳
目
v
-
N
N
p
d
司
岳
1
H
O

門
司
令
)
、
こ
の
間
浮
謁
も
、
高
附
城
も
亦
そ
の
音
諜
な
る
こ
と
は
〈
白
鳥
庫
士
口
・
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西
域
史
上
の
新
研
究
二
|
一
〉
の
説
く
通
り
で
あ
る
。

①
 

四
回
大
月
氏
園
。
都
宜
監
氏
城
O
L
-
-
:
去
代
一
高
四
千
五
百
里
。
北
輿
嬬
嬬
接
。
敷
魚
所
侵
。
遂
西
徒
都
薄
羅
城
。
:
:
:
〔
後
〕
其
王
寄

②
 

多
羅
勇
武
、
途
輿
師
越
大
山
、
南
侵
北
天
竺
。
自
乾
陪
羅
以
北
五
園
壷
役
腐
之
。
世
租
時
、
其
園
人
商
販
〔
到
〕
京
師
。
自
云
能
鏡
石
魚

五
色
瑠
璃
。
:
:
:
自
此
、
中
園
瑠
璃
途
賎
。
人
不
復
珍
之
。

全
文
説
書
の
原
文
と
考
え
ら
れ
る
(
詳
細
は
内
田
・
嬬
螺
の
寄
多
羅
月
氏
領
バ
ル
ク
地
方
侵
入
に
つ
い
て
、
東
洋
史
研
究
一
八
l
二
を
参
照
〉
。

①
通
由
子
逼
志
・
蜜
字
記
に
は
〈
後
〉
の
一
字
多
く
、
親
書
原
文
に
は
〈
後
〉
の
字
が
存
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

②

賓

字
記
は
、
こ
の
瑠
璃
鋳
造
の
全
文
を

《
後
親
書
云
》
と
し
て
引
用
し
、

《
到
》
の

一
字
が
多
い
。
原
文
に
は
《
到
京
師
》
と
な
っ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
《
大
月
氏
園
》
は
西
史
の
岡
正
副
同
中
関
己
的
}
阿
国
ロ
で
あ
り
、
寄
多
羅
は
王
族
名
乃
至
種
族
名
と
考
え
ら
れ
る
自
営
包
を
官
局
し
た
も
の
で
あ
り
、
慮
監
氏
城

は
切
と
E
H
で
る
り
、
薄
羅
拙
酬
は

E
e
g
王

O
E
m
r曲
目
が
移
り
住
ん
だ
切
と
白
曲
目
(
今
の
の
白
血
立
海
東
南
岸
関

SMgdqa件
附
近
の
回
白
-nr宮
市
〉

で
あ
る
。
寄
多
羅
関
正
同
門
戸
同
の
全
容
に
つ
い
て
は
榎
一
雄
・
キ
ダ
l
ラ
王
朝
の
年
代
に
つ
い
て
〈
東
洋
挙
報
四
一

l
=
一
)
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
薄
羅
城

を
回
曲
目
E
H
と
す
べ
き
で
な
く
、
切
曲
-
E
B
と
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
内
田

〈上
掲
論
文
〉
を
、

ま
た
大
月
氏
と
関
口
各
自
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
内
田

〈
吐
火
羅
(
吋
Z
F
R
6
園
史
考
・
創
立
二
十
五
周
年
記
念
東
方
皐
論
集
〉
を
参
照
。
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却
必
安
息
圏
在
葱
嶺
西
。
都
蔚
捜
域
。
北
興
康
居
、
西
興
波
斯
相
接
。
在
大
月
氏
西
北
。
去
代
二
高
一
千
五
百
里
。

本
体
中
、
《
輿
波
斯
相
接
》
ま
で
の
前
半
部
(
傍
線
部
分
〉
は
周
書
の
文
で
あ
る
。
貌
書
の
原
文
と
断
じ
得
る
も
の
は
後
半
《
在
月
氏
西
北
》

以
下
の
十
五
字
で
あ
る
が
、
然
し
逼
志
に
《
後
現
時
安
息
嘗
逼
荒
。
使
人
云
、
其
園
見
都
蔚
捜
城
、
去
代
二
高
一
千
五
百
里
》
と
あ
り
、
都
蔚

捜
城
の
四
字
は
、
貌
書
原
文
の
公
算
あ
る
も
、
通
典
に
後
周
天
和
二
年
其
王
理
蔚
捜
城
と
あ
り
、
や
は
り
周
書
の
文
で
あ
ろ
う
。

安
息
園
(
〉
同
日
田
口
問
的
朝
司
同
民
主
国
)
は
、
二
二
八
年
サ
サ
γ
朝
ベ
ル
シ
ア
に
征
服
せ
ら
れ
た
が
、
な
お
服
属
小
園
と
し
て
命
阪
を
保
っ
た
安
息
園
の
消
息

一
一
一
を
中
関
史
料
は
停
え
て
い
る
。
郎
ち
水
経
注
に
《
(
河
水

O
E
C
叉
西
淫
安
息
園
南
。
:
:
:
奥
奴
羅
肢
繭
水
同
注
雷
議
海
》
、
《
(
腕
羅
肢
繭
水
)
至
安

息
、
注
雷
霧
海
》
と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
嘗
時
の
安
息
園
乃
至
蔚
複
城
は
、

(
O
M
g
〉
と
蜘
羅
技
師
水
ハ
の
ロ
日
開
&
H
N
葉
薬
河

ωu、
正
月
山
与
が
雷
書
晴
海



(
O
H』

g
g
F同
ロ
ロ
♂
〉
包
】
)
に
同
注
す
る
地
直
に
存
し
た
小
園
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
隆
盛
時
の
瞬
時
暗

ZEE--H
に
《
役
属
し
た
》
安
息
(
周
書
西

域
停
〉
、
北
周
天
和
二
年
に
中
国
に
入
貢
(
周
書
本
紀
・
同
西
域
停
〉
し
た
安
息
は
、
こ
の
小
園
の
こ
と
と
恩
わ
れ
る
。
天
和
二
年
(
五
六
七
)
は
、
正
に
西
突

蕨
・
ベ
ル
シ
ア
連
合
軍
が
何
回
】

Z
E
-
を
滅
し
た
こ
ろ
で
あ
る
。
中
園
入
貢
は
、
そ
の
混
鋭
に
乗
じ
た
安
息
の
一
時
的
活
躍
(
中
園
交
通
)
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
補
〕
僚
支
圏
在
安
息
西
。
去
代
二
高
九
千
四
百
里
。

親
書
の
原
文
と
目
す
べ
き
北
史
の
本
僚
を
こ
こ
に
増
補
す
べ
き
で
あ
る
。
現
行
本
貌
書
〈
波
斯
俸
〉
の
僚
は
上
述
し
た
如
く
、
周
書
の
《
波

斯
園
古
僚
支
園
也
》
の
句
を
採
り
入
れ
た
北
史
波
斯
停
の
文
章
を
そ
の
偉
移
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
行
本
親
書
の
編
者
は
、
此

の
保
支
園
の
一
僚
が
、
貌
牧
原
文
な
る
に
拘
ら
ず
、
こ
れ
を
削
去
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。
元
来
貌
書
波
斯
俸
に
は
《
古
僚
支
園
也
》
の
句
は

無
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
嘗
然
、
貌
牧
の
原
本
に
は
、
僚
支
園
の
俸
は
存
在
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

僚
支
は
史
記
以
後
、
大
秦
は
漢
書
以
後
、
諸
正
史
が
停
を
立
て
、
遠
西
各
地
各
時
代
の
事
象
を
混
記
し
て
お
る
の
で
、
各
正
史
記
載
の
雨
閣
を
一
概
に
某
々

地
と
比
定
す
る
こ
と
は
遁
嘗
で
な
い
。
し
か
し
、
比
の
貌
書
僚
支
停
が

ω計
算
上
、
僚
支
は
安
息
よ
り
西
、
数
千
里
に
位
し
、

ω中
薗
か
ら
の
位
置
が
、
波
斯

園
都
宮
包
曲
目
ロ
よ
り
も
数
千
里
の
遠
距
離
に
あ
り
と
し
、
仙
w
次
係
大
秦
俸
に
大
秦
〈
東
問
。
自
白
帝
園
)
に
西
渡
す
る
海
港
に
嘗
る
と
し
、

ω周
書
が
僚
支

の
ベ
ル
シ
ア
領
化
を
述
べ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
貌
書
の
僚
支
は

ωu『
江
田
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
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加

d
大
秦
園
一
名
饗
軒
。
都
安
都
城
。
従
僚
支
西
渡
海
由
一
高
里
。
去
代
三
寓
九
千
四
百
里
。
其
海
傍
出
猶
勃
海
也
。
而
東
西
興
勃
海
相

望
。
蓋
自
然
之
理
。
:
:
:
東
南
通
交
祉
。
又
水
道
逼
盆
州
永
昌
郡
。
:
:
:
従
安
息
西
界
循
海
曲
、
亦
至
大
秦
、
四
蔦
余
里
。
於
彼
園
観
日

月
星
辰
、
無
異
中
園
。
雨
前
史
云
、
僚
支
西
行
百
里
、
日
入
慮
。
失
之
遠
失
。

周
情
書
及
そ
の
後
の
諸
正
史
に
は
大
秦
停
無
く
、
本
僚
は
全
文
親
書
原
文
と
認
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
三
園
時
代
以
後
、
中
園
大
奏
聞
の

交
通
は
、
果
の
寅
武
五
年
(
二
一
一
六
)
大
秦
商
人
秦
論
が
交
祉
、
呉
都
に
来
到
(
梁
書
〉
、
菅
の
太
康
五
年
〈
二
八
四
)
大
秦
園
々
使
が
菅
に
入
朝

(
青
書
)
、
一
信
侶
那
先
と
大
秦
園
王

〈
阿
姦
散
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
生
れ
〉
と
の
問
答
を
記
せ
し
那
先
比
丘
粧
の
東
菅
時
書
出
、
後
貌
洛
陽
の
四
夷

館
へ
の
大
秦
人
ら
の
来
宿
(
洛
陽
伽
筆
記
)
そ
の
他
が
史
上
記
録
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
俸
は
内
容
よ
り
見
て
こ
れ
ら
衆
筆
者
よ
り
得
た
大
秦
卸
ち

東
ロ

l
マ
帝
園
に
闘
す
る
中
園
人
の
知
識
を
地
域
・
時
代
の
匡
別
な
く
羅
列
し
、
こ
れ
に
競
略
・
後
漢
書
大
秦
俸
の
記
事
を
移
録
し
て
本
停
を

371 
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作
成
し
た
も
の
と
判
断
せ
ら
れ
る
。

中
国
正
史
の
大
秦
闘
停
に
闘
す
る
従
来
の
論
考
は
優
に
一
大
冊
の
研
究
史
を
な
す
程
で
あ
る
(
大
要
は
、
〈
宮
崎
市
定
・
僚
支
と
大
秦
と
西
海
・
ア
ジ
ア
史

研
究
一
〉
、
〈
辱
仲
勉

・
禦
軒
大
秦
奥
梯
森
之
語
義
及
範
囲
〉
参
照
)
。
今
考
設
を
省
略
す
る
が
、
自
設
の
結
論
は
、
「
貌
室
田
本
俸
は
察
軒
(
〉

r
E
Eコ白)、

安
都
城
(
東
ロ
l

マ
支
配
下
時
代
の
〉
ロ
7
〉ロ
gHω
三
区
の
〉
ロ
江
o
n
y
E
H
H
貌
略
の
安
谷
城
)
、
回
可
S
Z
E
E
-
河
O
ヨ
白
等
の
諮
地
の
吠
態
を
混
記
し
、
黒

海
地
中
海
と
激
海
と
の
類
似
景
観
、
天
象
(
大
秦

・
中
園
の
現
象
)
、
養
認
百
円
o
n
o
を

5
・、

E
g
Z白
ロ
冊
目
の
記
す
る
東
ロ
1

7

帝
園
に
お
け
る
養
強
開
設
)
、

ω
5
5
〉
g
z
n
5
H紅
海
よ
り
す
る
東
南
ア
ジ
ア
永
昌
郡
交
通
(
貌
略
初
見
)
等
々
F

1

7
帝
国
全
域
の
諸
事
項
を
本
停
は
時
代
地
鼠
を
無
視
し
て
混
記
し

た
も
の
」
と
考
え
る
。

a
d阿
鈎
蒐
因
。
在
渉
車
西
南
。
去
代

一
高
三
千
里
。
:
:
:
園
土
出
金
珠
。

引

μ
凶
彼

(
波
の
誤
)
路
園
①
在
阿
鈎
蒐
西
北
:
:
:
物
産
園
俗
輿
阿
鈎
蒐
向
。

雨
俸
と
も
全
文
、
親
書
の
原
文
と
考
え
ら
れ
る
(
太
卒
御
覧
八
一

O
は
〈
後
貌
書
日
〉
と
し
て
阿
鈎
蒐
の
一
節
を
収
録
し
て
い
る
)
。

阿
鈎
蒐
が
今
の

- 64-

3
2円
の
切
と
片
岡
田
窓
口
、
波
路
が
樺
智
猛
行
停
・
宋
雲
行
記

・
西
域
記
・
唐
書
の
記
す
る
波
倫
・
鉢
直
勤
・
鉢
露
羅
・
勃
律
と
同
じ
く
切
O
]
O
円

の
音
詩
に
し
て
の
ニ
色
丹
流
域
な
る
こ
と
は
定
説
。
①
下
記
に
波
路
と
あ
り
、
北
史
等
み
な
波
路
に
作
る
。

①
 

2
M山
小
月
氏
園
都
富
樫
沙
城
。
其
王
本
大
月
氏
寄
多
羅
子
也
。
寄
多
羅
矯
嬬
嬬
所
逐
、
西
徒
。
後
令
其
子
守
此
城
。

因
披
小
月
氏
鷲
。
在

波
路
西
南
。
去
代
一
高
六
千
六
百
里
。
〔
其
〕
先
居
西
卒
張
扱
之
問
。
被
服
頗
輿
蒐
向
。
其
俗
以
金
銀
銭
魚
貨
。
障
畜
牧
移
徒
。
亦
類
北

③

t
i
l
-
-
-
1
1
1
1
1
11
1
-
-I
ll
i-
-
l
11

1

1

I
l
li
-
-I
ll
li
-
-I
ll
--
I
l
l
i
-
-
1
1
1
11
1
1i
l
il--
1
1
1
1
1
1
Il
l
-1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
l③
 

秋
。
其
城
東
十
里
有
併
格
。
周
三
百
五
十
歩
。
高
八
十
丈
。
自
併
塔
初
建
計
至
武
定
八
年
八
百
四
十
二
年
。
所
謂
百
丈
併
園
也
。

若
干
文
字
の
外
は
全
文
、
貌
書
の
原
文
で
あ
る
。

①
北
史
並
に
現
行
本
説
書
一
は
〈
旬
奴
〉
に
作
る
が
、
親
書
原
文
を
引
い
た
と
思
わ
れ
る
費
字
記
(
文
中
〈
後
貌
書
云
〉
の
語
あ
り
)
は
嬬
嬬
に

ま
た
大
月
氏
俸
に
嬬
嬬
と
あ
り
、
競
牧
は
元
来
臨
嬬
と
記
し
た
の
を
、
北
史
編
纂
者
が
昔
時
の
月
氏
の
事
件
と
混
同
し
て

作
る
(
通
典
同
じ
)
。

旬
奴
と
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

① 

同
様
北
史
並
に
現
行
親
書
は
〈
旬
奴
〉
に
作
る
が
、
嚢
字
記
所
引
親
書
・
逼
典
等
は
北
秋
に
作
る
。
貌
牧
原
文
に
は
八
北
秋
〉
と
あ
っ



た
と
思
わ
れ
る
。

@
文
末
百
丈
傍
園
の
記
事
四
二
字
は
一
般
正
史
西
域
俸
の
文
隆
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
が
、
韓
老
志
を
編
し
た
魂
牧
と
し
て
は
、
嘗
然
の

記
載
で
あ
り
、
〈
武
定
八
年
〉
〈
貌
書
記
述
の
下
限
年
時
)
は
貌
書
編
修
義
例
と
し
て
嘗
然
の
記
法
と
云
え
る
。
但
し
、
道
楽
俸
及
び
宋
雲
行
記

の
所
記
の
数
字
と
異
同
が
あ
り
、
そ
の
史
料
を
剣
定
し
得
ぬ
。

本
傑
は
同
三
国
司
同
一
関
口
各
自
に
よ
る
四
三
五
年
ご
ろ
J
四
八
O
年
ご
ろ
の
聞
に
お
け
る
、
冨
棲
沙
〈
西
域
記
の
布
路
沙
布
遜
司
己
目
沼
恒
己
E
H
H
M
g
Z唱曲門〉

を
都
と
す
る
の
吉
舎
町
田
園
支
配
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
内
田
・
矯
嬬
の
寄
多
羅
月
氏
領
バ
ル
ク
地
方
侵
入
に
つ
い
て
、
東
洋
史
研
究
一
八
|
一
一
参

照
〉
。
従
っ
て
こ
の
小
月
氏
は
漢
代
甘
粛
の
小
月
氏
及
び
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
l
シ
ァ
、
カ
ニ
シ
カ
時
代
の
北
天
竺
小
月
氏
と
は
別
個
の
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

な
お
貌
章
一
回
に
下
掲
乾
陥
園
俸
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
融
調
政
が
こ
の
小
月
氏
園
と
乾
陪
薗
を
別
地
と
誤
解
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

nJ出
腕
卿
賓
園
都
善
見
城
。
在
波
路
西
南
。
去
代
一
高
四
千
二
百
里
。
居
在
四
山
中
。
其
地
東
西
八
百
里
、
南
北
三
百
里
、
地
卒
温
和
0

・

-
・
・
毎
使
朝
献
。

全
文
説
書
原
文
と
目
さ
れ
る
(
但
し
地
卒
温
和
以
下
地
下
羽
織
生
稲
。
冬
食
生
薬
に
至
る
激
句
は
漢
書
の
援
用
〉
。

見
城
》
、
通
志
に
は
《
至
後
貌
始
遁
之
。
其
使
人
云
其
園
今
都
善
見
城
。
(
以
下
貌
書
と
同
文
)
》
と
見
え
る
。
本
紀
に
は
輿
安
二
年
ぺ
景
明
三
年
、

通
典
に
は

《
至
後
競
始
逼
之
。
都
善

- 65ー

正
始
五
年
、
照
卒
二
年
(
正
月
、
七
月
〉
等
の
入
貢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
八
殿
本
考
誼
〉
は
《
〔
東
親
孝
静
帝
〕
名
善
見
。
固
庭
龍
之
。
而
此
不
辞

者
。
以
文
因
北
史
也
》
と
云
う
が
、
競
放
は
石
大
雅
(
本
名
弘
〉
、
慕
容
元
恭
(
本
名
格
)
、
崖
元
伯
ハ
本
名
宏
)
の
如
く
後
貌
所
作
の
園
史
等
に

避
諒
し
た
も
の
は
、
貌
書
で
も
之
を
避
け
て
い
る
が
、
後
期
貌
帝
の
諸
諒
(
恭
僑
等
)
で
、
そ
れ
以
前
前
期
の
競
代
文
献
が
避
け
て
な
い
も
の

は
、
親
書
で
も
避
け
て
い
な
い
。
こ
れ
は
北
斉
人
の
親
牧
と
し
て
嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
。
善
見
城
と
あ
る
か
ら
と
て
、
本
俸
を
北
史
の
文
と
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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南
北
朝
時
代
の
魔
漬
園
が
西
域
記
の
迦
濃
蒲
羅
園
卸
ち
今
の
穴
g
y
g町
な
る
こ
と
は
定
設
。
た
だ
白
鳥
庫
吉
、
〈
厨
寅
闘
考
〉
は
厨
賓
の
古
音
は

E'立ロ

な
る
も
、
賓
の
字
が
外
園
音
の

P
・
司
ぎ
を
篤
せ
る
事
例
に
盤
み
、
厨
震
は
ベ
ル
シ
ア
語
の

rF耳目制・
EF
〈
好
き
香
〉
を
篤
せ
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、

惹
琳
・
一
切
経
音
義
は
《
迦
業
菊
羅
奮
名
厨
賓
図
。
此
翻
篤
「
阿
誰
入
」
。
昔
此
園
未
建
之
時
、
其
地
有
大
龍
池
、
人
莫
敢
近
。
:
:
:
羅
漢
郎
以
一
脚
力
、
乾
掲
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其
水
O
i
-
-
-衆
人
威
言
「
我
等
不
因
聖
師
阿
誰
得
入
此
地
。
」
故
従
此
語
、
即
立
英
名
。
其
園
卸
在
北
印
度
境
。
乾
階
羅
次
北
隣
也
》
と
し
、
希
麟
・
績
一
切

経
音
義
亦
《
迦
凋
腕
漏
羅
或
云
迦
業
蜜
羅
。
措
置
云
煽
賓
。
靴
略
也
。
此
鶴
居
周
「
阿
誰
入
」
云
々
》
と
し
、
厨
賓
の
ニ
字
は
同
g
v
S
F
S
の
略
音
響
で
、
共
に
「
誰

が
入
り
得
ょ
う
」
と
の
意
と
し
て
い
る
。
後
考
を
侠
つ
。

党
語
蘇
遼
梨
合
那

ω
E
R
b白
口
問
(
三
十
三
天
の
中
宮
〉
は
漢
課
さ
れ
て
善
見
城
或
は
喜
見
城
と
云
う
。
今
の

ωユロ
担問釦
円
に
あ
っ
た
此
の
園
の
都
城
は
そ

の
荘
麗
に
よ
っ
て

ω
E
R
U
E
善
見
城
と
嘗
時
稽
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
循
鮮
城
は
、
そ
の
音
謬
で
あ
ろ
う
か
。

n
M
吐
呼
羅
園
去
代
一
高
二
千
里
。
東
至
沼
陽
園
、
西
至
悉
万
斤
園
:
:
:
圏
中
有
簿
提
城
。
周
市
六
十
里
。
城
南
有
西
流
大
水
、
名
漢
棲

河
。
:
:
:
其
王
曾
遣
使
朝
貢
。

全
文
、
説
書
の
原
文
で
あ
る
。
詳
細
は
内
田
・
吐
火
羅
(
叶

g
w
E
E
)
園
史
考
・
創
立
二
十
五
周
年
記
念
東
方
皐
論
叢
(
一
九
七
二
刊
〉
を
参
照
。

園
王
有
黄
金
殴
。
蹴
下
有
金
駐
七
頭
、
各
高
三
尺
。

n
M
副
貨
園
去
代
一
寓
七
千
里
。
東
至
阿
副
使
且
園
、
西
至
混
誰
園
。
中
間
相
去
一
千
里
。
南
有
連
山
。
不
知
名
。
北
至
奇
沙
園
。
・
:

①
 

〔
高
温
時
〕
其
王
蓮
使
朝
貢
。

文
鐙
よ
り
見
る
も
、

ま
た
御
賢
八
一

O
に

〈
後
親
書
〉
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
親
書
原
文
と
認
む
べ
き
で
あ
る
。
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①
 

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

通
奥
・
嚢
字
記
は
文
末
に
《
孝
文
帝
時
其
王
遁
使
朝
貢
》
の
四
字
が
多
い
。
他
例
に
徴
し
、
原
文
に
は
《
高
租
時
》
の
三
字
が
存
し
た

副
貨
闘
の
位
置
。
従
来
、
副
貨
を
回
o
r
z
s
に
比
定
す
る
こ
と
は
、
白
鳥
博
士
唱
導
し
、
殆
ど
通
説
化
し
て
い
る
が
、
其
の
護
左
は
無
い
。

ω貌
書
が

切
o
r
g
g
に
射
し
て
、
別
に
倍
密
園
停
を
建
て
て
い
る
こ
と

ωも
し
ボ

ハ
ラ
な
ら
ば
隣
国
の
関
係
を
述
べ
る
に
嘗
り
悉
高
斤

ω曲ヨ
R
r
g
L
等
を
暴
ぐ
べ
き

に
、
全
く
無
名
の
諸
地
を
犠
け
て
い
る
帥

回
o
r
E
S
の
南
に
は
停
に
云
う
如
き
連
山
は
無
い
。
以
上
よ
り
見
て
副
貨
を
切
o
r
z
s
に
比
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
北
至
奇
沙
園
(吋
g
rrロ
H
m
g
一設
に
問
主
-g)
と
云
う
か
ら
、
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン
南
方
の
一
地
た
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
停
文
の
配
置
順
位

か
ら
見
て
も
、
む
し
ろ

H
V
S
E
E唱
曲
口
比
定
説
(
Y
白血円

}2白
『
昨
日
巧
岳
-H2
℃
・ω吋
)
の
方
が
、
可
能
性
が
あ
る
。
後
考
を
ま
っ
。

〔
補
〕
烏
利
園
去
代
二
高
五
百
里
。
圏
中
出
金
玉
良
馬
白
昼
。
土
宜
五
穀
。

既
に
舟
木
勝
馬
・
上
掲
論
文
も
述
べ
て
い
る
通
り
、

太
卒
御
覧
巻
七
九
七
に
〈
後
親
書
日
〉
と
し
て
こ
の
一
僚
が
牧
載
さ
れ
て
い
る
。
親
書



原
文
と
し
て
補
入
す
べ
き
で
あ
る
。

〈
序
聴
迷
詩
所
経
〉
に

』R
Z印
静
寂
日
を
烏
梨
師
数
と
記
し
て
い
る
が
(
羽
田
亨
・
景
教
経
典
序
務
迷
詩
所
経
に
就
い
て
、
羽
田
博
士
史
事
論
文
集下)、

こ
の
烏
利
闘
が
エ
ル
サ
レ
ム
な
り
や
否
や
は
、
な
お
後
考
を
ま
つ
べ
き
で
あ
る
。

n
d
南
天
竺
園
去
代
三
高
一
千
五
百
里
:
:
:
お
品
墨
伏
羅
園
去
代
三
高
一
千
里
:
:
:
お
凶
抜
豆
厨
去
代
五
寓
一
千
里
:
:
:
云
々
。

三
俸
と
も
に
、
記
述
様
式
よ
り
見
て
も
、
ま
た
周
惰
書
に
全
く
類
似
文
詞
の
存
し
な
い
こ
と
よ
り
見
て
も
、
明
に
貌
書
原
文
と
目
さ
れ
る
。

御
覧
七
九
七
は
〈
後
漢
〈
貌
の
誤
)
書
目
〉
と
し
て
抜
豆
園
俸
を
引
き
、
初
事
記
二
七
は
〈
後
貌
書
日
〉
と
し
て
《
枝
豆
園
出
金
銀
》
の
句
を
引
い
て
い

る
。
地
名
考
鐙
等
、
後
考
を
倹
つ
。

お
.町
一
嚇
瞳
園
対
則
刷
剖
劃
鯛
也
ぢ
亦
日
高
車
之
別
種
。
其
原
出
於
塞
北
。
白
金
山
市
南
〔
至
高
宗
時
、
己
八
九
十
年
ち
割
引
岡
剖
回
口
C

I
1
1
11
i
l
l
-
11
1
1
11
11
1
1
11
1
1
11
1
11
11
1
11
1
(三
)
1
1
1
1
11
1
1
h
i
l
l-
-
1
1
1
11
1
1I
l
l
i
--
I
l
l1
1
1
i
l
l
li
-
-
1
11
11
11
;
l
i
l
--
l
l
l1
l
ll
l
ll
(回
γ
|
1
1
1
l
l
ll
l
l
l

都
馬
許
(
烏
濡
の
停
篤
誤
)
水
南
二
百
里
。
去
長
安
一
高
一
百
里
。
其
王
都
抜
底
延
城
。
蓋
王
舎
城
也
。
其
城
方
十
里
除
。
多
寺
塔
。
皆
飾

i
l
|
〈五
V
I
l
l
i
-
-I
l
l
1
l
i
li
--
l
I
l
li
-
-I
ll
1
1
11
1
11
1
i
l
l
i
ri
-
-I
ll
i
-
-
-
-
-I
l
l
i-
-
--
-
I
ll
i-
-l
i
li
-
-
I
l
li
-
-1
I
ll
l
w
il
l-

-
(六〉

以
金
。
風
俗
輿
突
蕨
略
向
。
其
俗
兄
弟
共
一
妻
。
夫
無
兄
弟
者
、
其
妻
戴
一
角
帽
。
若
有
兄
弟
者
、
依
其
多
少
之
敷
更
加
角
鷲
。

傍
線
(
一
〉
(
二
)
(
四
〉
(
六
)
部
分
は
す
べ
て
周
書
、
〈
三
)
(
五
〉
部
分
は
惰
書
の
文
で
あ
っ
て
貌
書
の
原
文
で
は
な
い
。
貌
時
の
噺
唾

何
匂

ZE--H
が
城
邑
を
持
た
な
か

っ
た
こ
と
は
下
出
親
書
原
文
の
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
北
周
時
代
に
入
っ
て

開
UEE--仲
は
始
て
吐
火
羅

叶ロ

WEH同
の
都
城
薄
提
城
(
貌
室
田
〉
H
薄
底
延
城
(
笈
字
記
〉
H
ベ
ル
シ
ア
語
の
H
M

包

-Bロ
(
玉
城
の
意
。
関
口
ロ
E

N

附
近
に
あ
っ
た
巧
同同唱曲】
M
N

の
大

城
〉
を
奪
っ
て
己
の
都
城
と
し
た
。
こ
れ
が
周
書
の
云
う
《
〔
嘱
瞳
王
〕
都
抜
底
城
蓋
王
舎
誠
》
で
あ
る
。
そ
の
後
、

O
M
g
河
南
の
切
釦
-rr

を
取
っ
て
王
都
と
し
た
が
、
こ
れ
が
惰
書
の
云
う
《
都
烏
訴
水
南
二
百
絵
里
》
で
あ
る
。
北
史
(
従
っ
て
現
行
本
貌
書
〉
が
時
間
的
推
移
を
無

こ
れ
迄
研
究
者
は
大
き
な
誤
解
を
興
え
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
ハ
内
田
・
吐
火
羅

- 67ー

覗
し
て
周
惰
書
の
都
城
記
事
を
混
記
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

(吋ロ

F
Rる
闘
史
考
、
創
立
二
十
五
周
年
記
念
東
方
皐
論
叢
)
。

通
典
に
よ
り
一

O
字
を
加
え
た
こ
の
一
節
高
車
以
下
二
六
字
は
親
書
原
文
ハ
舟
木
勝
馬
・
エ
フ
タ
ル
に
関
す
る
中
園
史
料
に
つ
い
て
、
史
淵
六

① 
一、】ノ。
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①
 

M
M
衣
服
類
〔
胡
〕
。
加
以
鰻
絡
頭
。
皆
勇
髪
。
:
:
:
死
者
、
富
者
累
石
魚
顕
。
貧
者
堀
地
而
埋
。
障
身
諸
物
皆
置
家
内
。



376 

全
文
百
四
十
徐
字
、

説
書
原
文
と
目
さ
れ
る
。

」
の
ほ
か
、

説
書
原
文
に
は
〈
宋
雲
行
記
〉
〈
洛
陽
伽
筆
記
引
用
)
に
見
え
る

《
不
信
併
法
、

多
事
外
紳
、
殺
生
血
食
》
、
《
去
京
師
二
蔦
除
里
》
等
の
句
も
存
し
た
の
で
は
な
い
か
。
北
史
編
者
は
周
書
の

《去
長
安
一
蔦
里
》
情
書
の

《多

寺
塔
、
皆
飾
以
金
》
等
後
代
の
エ
フ
タ
ル
情
勢
を
記
し
た
句
を
北
史
に
採
入
し
た
た
め
、
自
然
そ
れ
と
抵
燭
す
る
と
こ
ろ
の
慧
生
行
記
よ
り
採

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
所
の
親
書
の
諸
語
句
は
、
捨
て
去
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

通
典
に
《
胡
》
の
字
が
あ
り
、
貌
書
に
も
存
し
た
と
推
察
せ
ら
れ
る
。

フ
タ
ル
)
無
文
字
:
:
:
興
努
園
、
則
使
芳
園
胡
魚
胡
書
》
と
あ
る

《
胡
》
と
同
じ
く
具
鐙
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、

① 

た
だ
こ
の
《
胡
》
が
何
園
人
を
指
す
か
は
、
梁
書
に
《
滑
〈
エ

ソ
グ
ド
人
ベ
ル
シ
ア
人
等

を
き
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
向
、
こ
の
胡
書
云
々
の
文
意
は
旬
奴
の
漢
宛
書
翰
が
漢
人
に
よ
る
純
然
た
る
漢
文
で
あ
っ

た
と
同
様
、

S
D
園
の
文

字
語
句
で
書
か
れ
た
も
の
が
多
か
司
た
に
相
違
な
い
と
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
是
等
の
文
書
が
護
見
さ
れ
て
も
、
直
ち
に
エ
フ
タ
ル
言
語
を
知
る

材
料
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
眠
時
唱
の
習
俗
記
事
等
を
根
緩
に
〈
複
一
雄
・
エ
フ
タ
ル
民
族
に
於
け
る
イ
ラ
ン
的
要
素
(
史
皐
雑
誌
六
一

l
一
)
〉
は
、
エ
フ
タ
ル
の
イ
ラ
ン
族

出
自
を
推
論
す
る
。
し
か
し
、
宋
雲
・
閤
那
掘
多
ら
の
侍
え
る
第
六
世
紀
エ
フ
タ
ル
の
極
め
て
野
轡
未
聞
の
状
態
よ
り
見
て
十《
そ
の
よ
う
な
蟹
族
が
そ
れ
ま

で
、
一
慢
、
何
底
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
ラ
ン
族
の
聞
に
潜
ん
で
居
た
の
で
あ
ろ
う
か
》
。
《
ベ
ル
シ
ア
史
家
は
何
故
か
れ
ら
を
異
民
族
と
書
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
》
今
こ
こ
で
エ
フ
タ
ル
の
出
自
を
論
ず
る
紙
面
を
有
た
ぬ
が
、
巨
視
的
に
其
の
北
ア
ジ
ア
的
習
性
よ
り
見
て
、
矢
張
り
エ
フ
タ
ル
は
貌
書
の
云
う
如

く
金
山
〈
ア
ル
タ
イ
方
面
〉
よ
り
出
で
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
、
ト
ハ
レ
ス
タ
ン
の
イ
ラ
ン
世
界
に
雪
崩
れ
込
ん
だ
東
ア
ジ
ア
の
未
開
異
民
族
(
の
ち
イ
ラ
ン
化
〉

で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
傍
園
胡
人
に
書
か
せ
た
エ
フ
タ
ル
文
書
が
エ
フ
タ
ル
語
を
示
す
か
も
の
か
ど
う
か
、
疑
し
い
こ
と
は
先
に
燭
れ
た
。
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加
国
茶
人
凶
惇
能
闘
戦
。
西
域
康
居
・
子
関
・
沙
勤
・
安
息
及
諸
小
園
三
十
許
、
皆
役
属
之
。
競
震
大
因
。

傍
線
部
分
は
周
書
の
文
で
調
書
原
文
で
は
な
い
。
恐
ら
く
貌
書
原
文
は
、

」
の
様
な
北
周
時
の
朕
勢
(
西
突
蕨
勃
興
に
よ
る
エ
フ

タ
ル
衰
勢
)
で

は
な
く
、
〈
宋
雲
行
記
〉
の

《
受
諸
園
貢
献
、
南
至
牒
羅
、
北
護
勅
勤
、
東
被
子
閥
、
西
及
波
斯
、
四
十
徐
園
、
皆
来
朝
貢
。
最
震
強
大
》

の
如
き
後
貌
時
代
の
ベ
ル
シ
ア
を
も
支
配
し
た
最
盛
欽
勢
が
嘗
然
記
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

〈
時
貼
〉
を
明
記
し
な
い
北
史
(
従
っ
て
現
行
本



型
書
〉
を
そ
の
ま
ま
後
貌
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
の
危
険
性
を
示
す
遁
例
で
あ
る
。
ハ
牒
羅
等
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
舟
木
勝
馬
'
上
掲
論
文
が
言
及

し
て
い
る
J

①
 

粛
宗
遣
王
伏
(
主
衣
の
誤
〉
子
統
宋
雲
、
沙
門
法
力
等
使
西
域
、
訪

求
傍
経
。
時
有
沙
門
慧
生
者
、
亦
輿
倶
行
。
正
光
中
、
還
。
慧
生
所
経
判
国
幽
刑
制
矧
刻
刻
刻
別
刷
川
副
劃
叶
劃
劃
到
附
到
。

M
M
興
嬬
嬬
婚
姻
。
白
太
安
以
後
毎
遣
使
朝
貢
。

-
・
・
・
・
初
照
卒
中
、

全
文
、
親
書
の
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
後
宇
部
(
傍
線
部
分
)
は
、
現
行
本
で
は
瞬
嵯
俸
中
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、

そ
の
文
意
(
朱
居

園
以
下
八
園
に
封
す
る
総
序
的
文
意
)
よ
り
見
て
、
原
文
で
は
、
下
の
朱
居
園
の
頭
に
あ
っ
た
も
の
に
相
違
な
い
。

主
衣
子
統
。
北
賓
の
門
下
省
下
の
六
附
属
官
醸
に
主
衣
局
が
あ
り
都
統
・
子
統
が
そ
の
長
・
次
長
で
あ
っ
た
。
後
細
腕
北
膏
の
官
制
は
極

め
て
同
様
で
あ
っ
た
か
ら
、

① 

宋
雲
は
後
競
に
お
い
て
主
衣
子
統
の
官
に
あ
っ
た
も
の
と
見
て
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
(
内
田
・
後
貌
宋
雲
稗
恵
生
西

域
求
経
記
考
謹
序
説
・
塚
本
博
士
煩
霧
記
念
悌
数
史
事
論
集
〉
。

お
d
其
園
去
漕
園
千
五
百
里
。
去
瓜
州
六
千
里
五
百
里
。

明
か
に
隔
書
の
文
章
で
あ
っ
て
、
親
書
の
文
で
な
い
。
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潜
園
は
漕
短
陀
回
同
阿
国
合
図

〈
都
城
は
鶴
悉
那
の

Z
N
E
)。①
 

お
叫
朱
居
圏
在
子
関
西
。
其
人
山
居
、
有
姿
、
多
林
果
。
成
事
傍
。
語
輿
子
関
相
類
。
役
属
瞬
嵯
。

以
下
乾
陪
園
に
至
る
八
園
の
俸
は
前
僚
の
云
う
如
く
〈
慧
生
行
記
〉
を
資
料
と
し
て
作
ら
れ
た
親
書
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。

① 

太
卒
御
質
所
引
後
親
書
で
は
林
を
腕
に
作
る
。

① 
お
戸
的
渇
繋
陪
圏
在
葱
嶺
東
、
朱
駒
波
西
。
・
:
:
附
於
一
瞬
時
〔
太
延
三
年
来
朝
獄
、
於
後
不
払
。

遁
典
に
こ
の
一
節
が
あ
る
。
恐
ら
く
親
書
原
文
に
存
し
た
も
の
で
あ
り
、
北
史
が
省
略
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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お
Dm
鉢
和
圏
在
渇
梁
随
西
。

:
:
:
有
二
道
。

一
道
西
行
向
瞬
嵯
。

一
道
西
南
趣
烏
甚
。
亦
震
嘱
嵯
所
統
。

本
W

慨
に
よ
れ
ば
鉢
和
は
瞬
時
世
(
貝

E
E
N
地
方
〉
行
と
烏
蔓

(ω
君
主
河
畔
冨
吉
岡

}gH
地
方
)
行
と
の
分
岐
黙
で
あ
る
。
鉢
和
は
今
の
4
〈
会
宮
口
の

東
部
の
町

E
H
E
L
に
比
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
回
一
波
知
(
私
の
ち

圏

在
鉢
和
西
南
。
土
狭
人
貧
O
i
-
-
多
遇
風
雲
之
因
。

①
慧
生
行
記
に
は
波
斯
圏
と
し
て
、
こ
の
山
閣
情
況
を
詳
記
し
て
い
る
。
親
書
は

H
M
m
g
E
闘
を
上
掲
波
斯
俸
と
し
て
記
載
し
た
の
で
、

そ
れ
と
区
別
す
る
た
め
波
私
と
改
め
た
も
の
に
相
違
な
い
。

〈
従
前
の
鉢
和
等
禁
生
行
記
所
載
八
闘
の
比
定
諸
説
は
古
川
鮮
薙
・
洛
陽
伽
筆
記
校
註
に
譲
る
。
)

〈
翻
究
語
〉
所
引
〈
法
盛
撰
歴
園
俸
〉
に
《
波
私
園
詩
日
縄
也
》
と
あ
る
の
は
そ

れ
で
あ
ろ
う
〈
縄
索
に
て
登
る
べ
き
圏
の
意
か
)
。

波
知
(
私
)
園
の
位
置
比
定
に
は
諸
説
あ
る
が
、
特
に
有
力
な
設
左
を
引
く
も
の
で
は
な
い
。
今
の
ペ
即
日
5
と
見
る
の
が
最
も
安
蛍
と
考
え
ら
れ
る
。

ぉ
日
除
調
圏
在
波
知
(
私
の
誤
d

之
南
、
山
居
。
不
信
併
法
。
専
事
諸
神
。
亦
附
嘱
嵯
。
東
有
鉢
直
勤
園
。
路
倫
明
。
縁
銭
鎖
市
度
。
下
不
見

①
 

底
。
照
卒
中
、
宋
雲
等
寛
不
能
達
。

西
域
記
の
商
用
澗
と
同
じ
。
今
の

豆
8
2
〕
か
。
鉢
虚
勤
は
西
域
記
の
鉢
露
羅
と
共
に
切
o
-
D
H

の
音
を
骨局
し
た
も
の
で
、

今
の

Q
KX
地
方
に
嘗
る
。
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① 

洛
陽
伽
盤
記
に
引
か
れ
て
い
る
慧
生
行
記
に
は
、
錯
簡
誤
脱
が
存
す
る
。

《
入
除
蒲
園
。
此
園
、
漸
出
葱
嶺
。
:
:
:
従
鉢
腫
勤
園
向
烏

場
峻
路
錨
鎖
篤
橋
、
懸
虚
魚
渡
》

と
あ
っ
て
、
鉢
直
勤
に
至

っ
た
と
は
記
せ
ず
、
た
だ
鉢
直
勤
よ
り
の
験
路
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が

注
意
さ
れ
る
。

ま
た
鉢
虚
勤
の
難
路
を
、
迂
廻
し
て
ま
で
取
る
筈
が
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
慧
生
宋
雲
は
貌
書
本
僚
の
記
す
る
遁
り
鉢
虚

勤
に
は
行
か
な
か
っ

た
と
断
定
す
る
。
向
、
長
津
和
俊
・
法
額
俸
宋
雲
行
記

・
卒
凡
社
刊
は
鉢
和
園
で
宋
雲
慧
生
は
別
れ
、
宋
雲
は
ク
ン
ヅ
ス

の
嘱
嵯
に
向
い
、
慧
生
は
烏
蔓
に
向
っ
た
と
す
る
が
、
貌
書
本
僚
の
文
意
よ
り
す
る
に
雨
人
は
共
に
烏
蔓
に
赴
い
た
と
解
さ
れ
る
。
元
来
、
洛

陽
伽
監
記
所
引
の
慧
生
行
記
は
足
掛
け
四
年
の
強
行
記
の
一
部
を
抄
記
し
、
年
蹴
を
附
せ
ず
し
て
月
日
の
み
を
記
し
、
何
年
の
何
月
か
は
剣
明

せ
ぬ
。
十
月
と
あ
る
か
ら
と
て
同
年
の
十
月
と
は
限
ら
な
い
。
要
す
る
に
宋
雲
慧
生
は
記
録
に
あ
る
通
り
行
を
共
に
し
た
の
で
あ
る
。
少
く
と

も
烏
葺
行
は
雨
人

一
緒
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
(
雨
人
は
共
に
域
外
の
併
跡
を
巡
奔
し
て
い
る
)
。



北

有

葱

嶺

、

南

至

天

竺

。

波

羅

門

胡

矯

上

族

。

吉

凶

之

教

O
i
-
-
-
人
有
争
訴
、
服
之
以

①
 

薬
。
曲
者
護
狂
。
直
者
無
惹
。
:
:
:
西
南
有
檀
特
山
。
山
上
立
寺
。
以
瞳
数
頭
運
食
。
山
下
無
人
控
御
。
自
知
往
来
也
。

烏
蔓
は
、
慧
生
行
記
の
烏
場
、
西
域
記
の
烏
伏
那
、
通
典
の
越
底
延
と
同
じ
。

C
身
削
ロ
白
(
冨
自
問
】
同
O
H

を
中
心
と
す
る

ωdqR
流
域
〉
を
骨
局
し
た
も
の
で
あ
る
。

お
叫
烏
蔓
圏
在
除
蒲
南
。

婆
羅
門
多
解
天
文
、

① 

檀
特
山
は
西
域
記
の
弾
多
落
迦
山

(
U
E
g
g
-円
陣
)
で
、
宋
雲
恵
生
行
記
に
は
善
持
(
特
の
誤
)
山
と
書
し
こ
の
瞳
馬
に
よ
る
食
糧
運
搬

の
こ
と
を
記
し
て
お
り
、

貌
書
の
こ
の
前
後
八
個
園
の
俸
が
慧
生
行
記
を
史
料
と
し
た
と
の

〈
上
文
(
奉
其
略
云
の
一
節
〉
〉

を
裏
書
き
し
て
い
。

る
。
な
お
御
覧
九
八
四
は
《
親
書
又
日
》
と
し
て
こ
の
俸
を
抄
録
し
て
い
る
。

部
内
出
乾
陪
圏
在
烏
蔓
西
。
本
名
業
波
。
漏
一
樹
唾
所
破
。
因
改
駕
。
其
王
是
救
勤
(
懇
の
割
引
。
臨
園
民
(
己
の
事
二
世
失
。
好
征
職
、
興
踊

賓
闘
三
年
不
罷
。
:
:
:
有
併
塔
高
七
十
丈
、
周
三
百
歩
。
副
所
調
雀
離
傍
園
(
園
の
誤
)
也
。

①
 
勅
勤
で
は
意
味
が
通
ぜ
ぬ
。

エ
フ
タ
ル
の
叶
諸
問
ロ
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
勅
敷
又
は
救
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

慧
生
行
記
も
敷
に
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作
っ
て
い
る
。
説
書
の
原
文
は
効
勤
ま
た
は
勅
敷
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
原
文
は
〈
行
記
〉
同
様
《
己
経
二
世
》
で
あ
ろ
う
。
宋
雲
の
エ
フ
タ
ル
通
過
時
(
正
光
元
年
ご
ろ
〉
、
二
世
を
経
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

旬
奴
鮮
卑
等
君
長
が
一
世
在
位
卒
均
十
二
年
l
十
五
年
(
内
田
・
柔
然
史
序
説
。
羽
田
博
士
記
念
論
叢
U

よ
り
推
測
し
て
、

四
八

O
年
ご
ろ
と
解
さ
れ
る
。

エ
フ

タ
ル
支
配
開
始
は

乾
隠
は
慧
生
行
記
の
乾
陀
羅
、
西
域
記
の
健
駄
羅
と
共
に
の
自
昏
同
門
釦

qz同
5
3巨
E
HHvg
z
d司
削
同
を
中
心
と
す
る
地
方
〉
を
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。
業

波
羅
の
原
音
は
、
薬
波
羅
の
誤
記
と
見
て
口
玄
S
V
に
、
或
は

Coz-白
〈
玉
名
)
に
、
或
は
〉
V

R

(
ア
ヴ
ァ

l
ル
族
)
に
比
定
す
る
設
等
鋳

一
し
な
い。

ガ
ン
ダ
l
ラ
の
名
は
古
く
法
頼
俸
に
健
陀
衡
と
あ
る
に
徴
し
て
も
極
め
て
古
い
。

エフ
タ
ル
の
占
領
に
よ
っ
て
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
名
が
出
来
た
の
で
は
な
い
。
自

分
は
貌
書
本
僚
の
云
う
所
及
び
慧
生
行
記
に
《
本
名
業
波
羅
》
と
あ
る
の
は
、
《
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
、
小
月
氏
王
朝
は
業
波
羅
と
稽
し
、
開
匂
Z
Z
-
に
滅
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
》
と
云
っ
た
も
の
と
解
す
る
。
カ
ン
ダ
1
ラ
史
の

一
部
並
び
に
雀
離
浮
園
大
塔
の
こ
と
は
前
出
小
月
氏
停
に
見
え
る
。
な
お
雀
離
を
光
頂

ω三回、

鴬
雀
口
冨
門
戸
に
比
定
す
る
諸
説
が
あ
る

(
F
Z
E
H
吋

2
E
H
F
g
m仲
間

0
5
n
Zロ・同
・〉・

5ω
品)。
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要
す
る
に
、
本
乾
陪
園
の
僚
は
、

ガ
ン
ダ
l
ラ
地
方
を
支
配
し
て
い
た
小
月
氏
王
朝
を
瞬
嵯
何
事
件

Z
E
が
打
倒
し
、
劫
敷
(
吋
巾
関
山
口
〉
の
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支
配
下
に
置
い
た
こ
と
を
述
べ
た
の
が
説
書
原
文
で
あ
る
か
ら
、
嘗
然
さ
き
の
小
月
氏
園
の
僚
と
合
記
す
べ
か
り
し
も
の
で
あ
る
。

お
出
康
園
者
康
居
之
後
也
。
遷
徒
無
常
O
i---
王
字
世
夫
畢
。
震
人
寛
厚
、
甚
得
衆
心
。
其
妻
突
蕨
達
度
可
汗
女
也
。
:
:
:
大
島
中
始
遣

使
貢
方
物
。
後
途
絶
駕
。

全
保
三
百
三
十
徐
字
(
一
、
二
字
、
誇
字
等
の
更
改
を
行
な
っ
て
い
る
ほ
か
は
)
す
べ
て
惰
書
の
文
で
あ
り
-
-
一
記
載
内
容
ま
た
突
蕨
達
度
可
汗
等
皆

陪
代
の
事
に
係
り
、
全
文
貌
書
の
原
文
に
非
ざ
る
こ
と
、
論
を
侯
た
ぬ
。

① 

惰
書
・
北
史
に
《
太
業
》
と
あ
る
の
を
、
後
貌
の
年
続
《
太
延
》
に
何
の
理
由
も
な
く
、
妄
り
に
改
め
た
だ
け
で
あ
る
。

幻
凶
史
臣
日
、
西
域
雄
通
規
氏
、
而
中
原
始
卒
。
天
子
方
以
混
一
魚
心
。
未
蓮
征
伐
。
其
信
使
往
来
、
深
得
轄
腰
。

勿
絶
之
道
耳
。

北
史
西
域
侍
論
(
唐
・
李
延
誇
撰
)
は
、
情
書
西
域
停
史
臣
日
(
唐
・
貌
徴
撲
〉
を
移
録
し
て
、
そ
れ
に
数
行
を
増
加
し
た
も
の
に
、
過
ぎ
ぬ
。
本

現
行
本
説
書

《
史
臣
日
》
は
、
そ
の
北
史
の
〈
論
〉
よ
り
、
陪
書
の
〈
史
臣
日
〉
の
部
分
を
除
去
し
て
得
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
の
文
鐙
が
他
の
貌

- 72ー

書
原
本
諸
俸
の
〈
臣
日
〉
の
華
麗
粉
飾
の
語
句
と
全
く
異
っ
て
お
る
貼
か
ら
見
て
も
、
明
か
に
李
延
蕎
の
文
で
あ
る
。
説
書
の
原
文
で
は
な
い
。

結

圭玉
ロロ

北
史
西
域
俸
は
貌
書
・
周
書

・
陪
書
の
西
域
俸
を
合
編
混
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
四
世
紀
よ
り
第
七
世
紀
に
亘
る
事
項
を
嬰
遷
を
無
視
し

一
時
代
の
外
園
史
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
。
現
行
本
親
書
西
域
俸
は
こ
の
北
史
よ
り
説
書
原
文

の
部
分
を
抽
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
極
め
て
杜
撰
で
、
猶
説
書
原
文
に
非
ざ
る
文
を
多
数
に
含
ん
で
い
る
。
親
代
西
域
の
研
究
に
は
、
現
行

瞬
睦
俸
に
お
い
て
特
に
端
的
に
現
わ
れ
て

て
混
記
し
て
お
り
、

本
親
書
西
域
惇
中
の
貌
書
原
文
の
部
分
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
、
重
大
な
誤
謬
を
来
た
す
こ
と
は
、

い
る
と
言
え
よ
う
。
本
論
文
は
現
行
本
親
書
西
域
俸
中
の
原
文
部
分
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、

太
卒
御
覧
・
太
卒
費
字
記
等
に
残
存
し
て
い
る

貌
書
西
域
俸
の
断
片
的
原
文
を
牧
録
し
、
且
つ
其
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
考
誼
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、

に
直
接
関
係
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
最
少
限
度
の
言
及
に
止
め
た
。

地
名
の
考
誼
等
は
、
本
論
主
題

(
了
)


